
（注）1 ※は、記入しないでください。

2 借入金額は、算用数字（１．２．３．……）で記入してください。

3 「６資金の交付を受ける銀行等の店舗等」欄は、金融機関名及び登録口座名を正確に記入してください。

4 申込年月日は、申込書類を提出する年月日を記入してください。

5 枠外の捨印は、必ず押印してください。

様式第１号（第７条第１項第１号関係）様式第１号（第７条第１項第１号関係）様式第１号（第７条第１項第１号関係）様式第１号（第７条第１項第１号関係）

令和　　年　　月　　日

職氏名

借 入 希 望 日

元利金の支払方法
及 び 期 日

3

資 金 の 用 途

利 率

※　　　　年度　長　第　　　　　　　号

　　　年以内据置　　年半年賦元金均等償還とし、貴協会が作成される償還年次表により償還します。

令和　　　年　　　月　　　日

長 期 貸 付 借 入 申 込 書長 期 貸 付 借 入 申 込 書長 期 貸 付 借 入 申 込 書長 期 貸 付 借 入 申 込 書

1

2

4

5

借 入 金 額 円也金

年 パーセント

印

殿理事長 伊 藤 康 志

6
資金の交付を受ける
銀 行 の 店 舗

上記により、貴協会から資金の借入れをいたしたいので、別紙書類を添えて申し込みます。

公益財団法人宮城県市町村振興協会

（　　　　　　　　　　口座）

捨印

記載例記載例記載例記載例
金金金金 １０，０００，０００円也１０，０００，０００円也１０，０００，０００円也１０，０００，０００円也
（金（金（金（金 ○○○円也の形になるようにお願いします。）○○○円也の形になるようにお願いします。）○○○円也の形になるようにお願いします。）○○○円也の形になるようにお願いします。）

事業名を記入してください。（例）：○○公園整備事業事業名を記入してください。（例）：○○公園整備事業事業名を記入してください。（例）：○○公園整備事業事業名を記入してください。（例）：○○公園整備事業

未定のため記入しないでください。未定のため記入しないでください。未定のため記入しないでください。未定のため記入しないでください。

借入期間１０年で１年据置の場合「１０年以内据置１年半年賦元金均等借入期間１０年で１年据置の場合「１０年以内据置１年半年賦元金均等借入期間１０年で１年据置の場合「１０年以内据置１年半年賦元金均等借入期間１０年で１年据置の場合「１０年以内据置１年半年賦元金均等…………」」」」
借入期間１２年で２年据置の場合「１２年以内据置２年半年賦元金均等借入期間１２年で２年据置の場合「１２年以内据置２年半年賦元金均等借入期間１２年で２年据置の場合「１２年以内据置２年半年賦元金均等借入期間１２年で２年据置の場合「１２年以内据置２年半年賦元金均等…………」」」」
借入期間１５年で３年据置の場合「１５年以内据置３年半年賦元金均等借入期間１５年で３年据置の場合「１５年以内据置３年半年賦元金均等借入期間１５年で３年据置の場合「１５年以内据置３年半年賦元金均等借入期間１５年で３年据置の場合「１５年以内据置３年半年賦元金均等…………」」」」
借入期間１０年で据置なしの場合「１０年以内据置なし半年賦元金均等借入期間１０年で据置なしの場合「１０年以内据置なし半年賦元金均等借入期間１０年で据置なしの場合「１０年以内据置なし半年賦元金均等借入期間１０年で据置なしの場合「１０年以内据置なし半年賦元金均等…………」」」」

希望日は、令和６年５月２０希望日は、令和６年５月２０希望日は、令和６年５月２０希望日は、令和６年５月２０ 日としてください。日としてください。日としてください。日としてください。

銀行は支店名まで記載してください。銀行は支店名まで記載してください。銀行は支店名まで記載してください。銀行は支店名まで記載してください。
また、銀行名の次には振込指定口座を記載してください。また、銀行名の次には振込指定口座を記載してください。また、銀行名の次には振込指定口座を記載してください。また、銀行名の次には振込指定口座を記載してください。

記載例：記載例：記載例：記載例： ○○銀行○○支店○○銀行○○支店○○銀行○○支店○○銀行○○支店 ○○市町村会計管理者○○市町村会計管理者○○市町村会計管理者○○市町村会計管理者

普通預金普通預金普通預金普通預金 № № № № ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

押印をお願いします。押印をお願いします。押印をお願いします。押印をお願いします。



（注） ※印は記入しないでください。

日令和 年 月

年 月 日

可 否 ※ 送 金 日

決定 ※ 貸 付 日 令和

※附記

※ 令和 年 月 日 ※
伺

理 事 長 常務理事 事務局長 出 納 役※ 貸 付 決 定額

※ 貸付の可否

千円※ 年度 貸付事業

そ の 他 千円

国　・　県　補　助　金 千円

そ　　　　の　　　　他

同

上

財

源

内

訳

地　　　方　　　債

協 会 資 金 千円

そ
の
他
参
考
事
項

千円

竣 工 ( 予 定 ) 年 月 日 及
び
事
業
効
果
等

本
事
業
の
必
要
性

円 千円

千円 千円 千円

の

施

行

状

況

本

年

度

の

工

事

等

工　事　等　の　内　容 数　量 単　価 事 業 費 着 工 ( 予 定 ) 年 月 日

計

協 会 資 金 の 借 入 状 況 令和

千円より 千円を長期借入へ振替える。

全　体　計　画　の　概　要

事 業 年 度 年度から 年度まで か年事業 予算措置 １　継 続 費 ２　毎年度ごとに予算計上

総 事 業 費 千円

前 年 度 ま で の 施 行 済 額 本 年 度 施 行 （ 予 定 ） 額 翌 年 度 以 降 施 行 予 定 額

今回借入申込額のうち短期からの振替希望額 令和 年 月 日 短期借入

年 月

千円 千円

千円（短期、長期）年 月 日日 千円（短期、長期） 令和

千円

同 上 資 金 区 分

協会資金 その他の資金

千円

予算中地方債に
関 す る 定 め

限 度 額

償 還 方 法

・

許

可

予

定

状

況

起

債

の

届

出

・

同

意

事 業 区 分 年度

届 出 、 同 意 又 は
許 可 予 定 額

ＡＡＡＡ　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　　　ＢＢＢＢ

号 ）年 月 日

日 受付

団 体 名 連絡先 （担当部課名） 部

月 日 事業名

（電話番号）

借入申込額 千円 借入希望期日 令和 年

担当

様式第３号（第７条第１項第２号関係）様式第３号（第７条第１項第２号関係）様式第３号（第７条第１項第２号関係）様式第３号（第７条第１項第２号関係）

　　　　　　　長 期 貸 付 事 業 概 要 調 書　　　　　　　長 期 貸 付 事 業 概 要 調 書　　　　　　　長 期 貸 付 事 業 概 要 調 書　　　　　　　長 期 貸 付 事 業 概 要 調 書
※ 年 月

課 （担当者氏名）

事業債
届出、同意又は
許 可 年 月 日 等

令和 （ 第

記記記記載載載載不不不不 要要要要でででです。す。す。す。

ＡＡＡＡ ＢＢＢＢ

ＡＡＡＡ

（例）（例）（例）（例）
政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には債権者と協定するものとする。政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には債権者と協定するものとする。政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には債権者と協定するものとする。政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には債権者と協定するものとする。
ただし、市町村財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利にただし、市町村財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利にただし、市町村財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利にただし、市町村財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に

借り換えすることができる。借り換えすることができる。借り換えすることができる。借り換えすることができる。

本欄は、記載に代えて、別紙として県に提出した「起債計画書」本欄は、記載に代えて、別紙として県に提出した「起債計画書」本欄は、記載に代えて、別紙として県に提出した「起債計画書」本欄は、記載に代えて、別紙として県に提出した「起債計画書」

（写）を添付してもらっても結構です。（写）を添付してもらっても結構です。（写）を添付してもらっても結構です。（写）を添付してもらっても結構です。

「起債計画書」を添付してある場合には、記載不要です。「起債計画書」を添付してある場合には、記載不要です。「起債計画書」を添付してある場合には、記載不要です。「起債計画書」を添付してある場合には、記載不要です。

（例）（例）（例）（例）
補助金算定額補助金算定額補助金算定額補助金算定額
学校プール建設事業の場合学校プール建設事業の場合学校プール建設事業の場合学校プール建設事業の場合
補助対象面積補助対象面積補助対象面積補助対象面積 × 補助単価補助単価補助単価補助単価 × 補助負担率補助負担率補助負担率補助負担率
（水面積（水面積（水面積（水面積○○㎡㎡㎡㎡））））×（（（（○○○円）円）円）円）×（１／（１／（１／（１／○○））））

ＡＡＡＡ

ＢＢＢＢ

市外局番から記載して下さい。市外局番から記載して下さい。市外局番から記載して下さい。市外局番から記載して下さい。

内線番号等あれば、それも記載内線番号等あれば、それも記載内線番号等あれば、それも記載内線番号等あれば、それも記載

して下さい。して下さい。して下さい。して下さい。



上記金額を本日次の条件及び裏面特約条項を承認のうえ借用しました。

（注） 1 ※は、記入しないでください。

2 金額は、算用数字（１．２．３．……）で記入してください。

3 借用年月日は、資金の貸付年月日を記入してください。

4 枠外の捨印は、必ず押印してください。

公益財団法人宮城県市町村振興協会

理事長 伊 藤 康 志 殿

令和　　年　　月　　日

銀行

職氏名 印

店6
資金の交付を受ける
銀 行 の 店 舗

3 償 還 期 限 令和　　　年　　　月　　　日

4 据 置 期 限 令和　　　年　　　月　　　日

5
元利金の支払方法
及 び 期 日

　　　年以内 据置　　年 半年賦元金均等償還とし、貴協会が作成される償還年次表により償還します。

様式第５号（第８条関係）様式第５号（第８条関係）様式第５号（第８条関係）様式第５号（第８条関係）

※　　　　年度　長　第　　　　　　　号

長 期 貸 付 借 用 証 書長 期 貸 付 借 用 証 書長 期 貸 付 借 用 証 書長 期 貸 付 借 用 証 書

金　額

1 資 金 の 用 途

2 利 率 年 パーセント

捨印

事業名を記載してください。（例）：○○公園整備事業事業名を記載してください。（例）：○○公園整備事業事業名を記載してください。（例）：○○公園整備事業事業名を記載してください。（例）：○○公園整備事業

通知に記入されている利率を、記載してください。通知に記入されている利率を、記載してください。通知に記入されている利率を、記載してください。通知に記入されている利率を、記載してください。

借入期間１０年の場合「令和１６年３月２４日」借入期間１０年の場合「令和１６年３月２４日」借入期間１０年の場合「令和１６年３月２４日」借入期間１０年の場合「令和１６年３月２４日」
借入期間１５年の場合「令和２１年３月２４日」借入期間１５年の場合「令和２１年３月２４日」借入期間１５年の場合「令和２１年３月２４日」借入期間１５年の場合「令和２１年３月２４日」
借入期間２０年の場合「令和２６年３月２４日」借入期間２０年の場合「令和２６年３月２４日」借入期間２０年の場合「令和２６年３月２４日」借入期間２０年の場合「令和２６年３月２４日」

据置期間１年の場合「令和７年３月２４日」据置期間１年の場合「令和７年３月２４日」据置期間１年の場合「令和７年３月２４日」据置期間１年の場合「令和７年３月２４日」
据置期間２年の場合「令和８年３月２４日」据置期間２年の場合「令和８年３月２４日」据置期間２年の場合「令和８年３月２４日」据置期間２年の場合「令和８年３月２４日」
据置期間３年の場合「令和９年３月２４日」据置期間３年の場合「令和９年３月２４日」据置期間３年の場合「令和９年３月２４日」据置期間３年の場合「令和９年３月２４日」

借入期間１０年の場合「１０年以内据置借入期間１０年の場合「１０年以内据置借入期間１０年の場合「１０年以内据置借入期間１０年の場合「１０年以内据置 〇〇〇〇 年」（〇は希望の据置期間を記入）年」（〇は希望の据置期間を記入）年」（〇は希望の据置期間を記入）年」（〇は希望の据置期間を記入）
ほか、希望の借入期間を記入してください。ほか、希望の借入期間を記入してください。ほか、希望の借入期間を記入してください。ほか、希望の借入期間を記入してください。

銀行は支店名まで記載してください。また、銀行名の次には振込指定口座を記載銀行は支店名まで記載してください。また、銀行名の次には振込指定口座を記載銀行は支店名まで記載してください。また、銀行名の次には振込指定口座を記載銀行は支店名まで記載してください。また、銀行名の次には振込指定口座を記載
してください。してください。してください。してください。

記載例：記載例：記載例：記載例： ○○銀行○○支店○○銀行○○支店○○銀行○○支店○○銀行○○支店 ○○市町村会計管理者○○市町村会計管理者○○市町村会計管理者○○市町村会計管理者

普通預金普通預金普通預金普通預金 № № № № ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

この借用証書については、貸付決定

通知が届いてからの提出となります。

印刷は両面印刷（短辺綴じ）でお願印刷は両面印刷（短辺綴じ）でお願印刷は両面印刷（短辺綴じ）でお願印刷は両面印刷（短辺綴じ）でお願

いします。いします。いします。いします。

貸付日を記載してください。貸付日を記載してください。貸付日を記載してください。貸付日を記載してください。

令和６年５月２０日令和６年５月２０日令和６年５月２０日令和６年５月２０日

記載例記載例記載例記載例
金金金金 １０，０００，０００円也１０，０００，０００円也１０，０００，０００円也１０，０００，０００円也
（金〇，○○○円也の形になるようにお願いします。）（金〇，○○○円也の形になるようにお願いします。）（金〇，○○○円也の形になるようにお願いします。）（金〇，○○○円也の形になるようにお願いします。）

押印をお願いします。押印をお願いします。押印をお願いします。押印をお願いします。



利息の計算利息の計算利息の計算利息の計算 (2)廃置分合又は境界変更を行い借入金の債務の承継を生じた場合

利息は、借入の翌日から計算するものとする。 (3)借入金を財源として施行する予定の、又は、施行中の、若しく
は施行した事業を中止し、廃止し、又は計画を変更した場合

繰上償還繰上償還繰上償還繰上償還
(4)前各号に掲げる場合のほか、協会から指示を受けた場合

(1)借入団体は、協会の承認を得て借入金の全部又は一部を繰上
償還することができる。 調査調査調査調査

(2)協会は、借入団体が貸付金を目的外の用途に使用したときは、 協会は、貸付金にかかる債権の管理又は保全のため、書類若しく
借入団体に対し貸付金の全部又は一部を繰上償還させること  は実地について調査することができるものとする。
ができる。

その他その他その他その他
(3)繰上償還の場合における元利金の払込期日は、協会が指定す

るものとする。 この特約条項に定めのない事項で必要事項が生じた場合は、協会
 の指示によるものとする。

延滞利息延滞利息延滞利息延滞利息

借入団体は、元利金の払込を遅延した場合は、その額について
 払込期日の翌日から払込当日まで年１０パーセントの割合で延滞
 利息を払い込むものとする。

債務引受債務引受債務引受債務引受

借入団体は、債務引受により借入金にかかる債務を第三者に承
 継させようとするときは、あらかじめ協会の承認を受けなければ
 ならないものとする。

報告報告報告報告

借入団体は、借入金の償還が終わるまでの間に下記各号に該当
 する場合においては、その都度すみやかに協会に報告するものと
 する。

(1)借入団体の名称を変更した場合

５５５５

特　　　約　　　条　　　項

１１１１

２２２２

６６６６

７７７７

３３３３

４４４４


